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着
実
な
実
行
、
民
間
活
力
の

　

導
入
・
外
部
人
材
登
用
の
検

　

討
、
新
た
な
財
源
の
確
保
、

　

職
員
の
意
識
改
革

④
都
市
づ
く
り

　

安
定
的
な
道
路
・
河
川
行
政

　

確
立
の
た
め
の
建
設
か
ら
維

　

持
事
業
へ
の
シ
フ
ト
、
コ
ン

　

パ
ク
ト
シ
テ
ィ
ー
の
推
進

　

 

優
し
い
日
光
を
創
る

　

将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ

の
確
か
な
支
援
と
高
齢
者
・
障

が
い
の
あ
る
人
が
笑
顔
で
健
や

か
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
福
祉
の
充
実
を
推
進
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
市
民
や
来
訪
者
の

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
公
共
交
通
体

系
の
見
直
し
、
安
定
的
な
医
療

体
制
の
確
保
な
ど
、
地
域
に
生

き
が
い
と
安
心
を
も
た
ら
す
施

策
に
よ
り
、
優
し
い
日
光
を
創

り
ま
す
。

重
点
項
目

①
少
子
化
対
策
・
子
育
て
支
援

　

小
中
学
校
通
学
費
補
助
の
拡

　

充
、
多
子
世
帯
へ
の
給
食
費

　

補
助
の
充
実
、
18
歳
未
満
の

　

子
ど
も
医
療
費
助
成
を
継
続
、

　

学
校
施
設
整
備
の
充
実

な
が
り
、「
日
光
で
生
き
て
い

く
」、「
将
来
は
日
光
に
住
む
」

と
い
う
気
持
ち
が
育
ま
れ
る
も

の
と
考
え
ま
す
。
未
来
や
次
世

代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
や
若
者

た
ち
、
ベ
テ
ラ
ン
市
民
で
あ
る

高
齢
者
、
そ
し
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
で
活
躍
し
、
そ
の
能
力

を
発
揮
す
る
女
性
、
全
て
の
人

が
輝
く
日
光
を
創
り
ま
す
。

重
点
項
目

①
子
ど
も
た
ち
が
輝
く
ま
ち
づ

　
く
り

　

小
中
学
校
の
統
廃
合
を
推
進

　

し
年
代
間
の
交
流
を
促
進
、

　

学
校
と
地
域
の
つ
な
が
り
の

　

強
化
、
英
語
教
育
の
充
実

②
高
齢
者
が
輝
く
ま
ち
づ
く
り

　

異
世
代
交
流
の
場
の
創
出
、

　

高
齢
者
の
集
い
の
場（
サ
ロ

　

ン
）へ
の
支
援

③
若
者
が
輝
く
ま
ち
づ
く
り

　

地
元
高
等
学
校
と
の
連
携
強

　

化
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
担

　

い
手
育
成
強
化
、
青
年
団
体

　

と
の
連
携
強
化

④
女
性
が
輝
く
ま
ち
づ
く
り

　

女
性
の
起
業
促
進
、
男
性
の

　

育
児
・
家
事
参
加
推
進
の
た

　

め
の
事
業
展
開

⑤
地
域
が
輝
く
ま
ち
づ
く
り

②
高
齢
者
福
祉
・
障
が
い
者
福

　
祉
の
充
実

　

高
齢
者
運
転
免
許
証
自
主
返

　

納
支
援
制
度
の
拡
充
、
高
齢

　

者
安
全
運
転
装
置
搭
載
車
購

　

入
費
補
助
制
度
の
創
設
、
障

　

が
い
者
就
労
支
援
の
拡
充

③
地
域
公
共
交
通
の
充
実

　

交
通
弱
者
に
配
慮
し
た
地
域

　

公
共
交
通
の
充
実
、
免
許
返

　

納
者
や
高
齢
者
の
バ
ス
料
金

　

無
料
化

④
医
療
・
健
康
対
策

　

安
定
的
な
医
療
体
制
の
確
保
、

　

軽
運
動
の
奨
励
、
民
間
ス

　

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
の
連
携

⑤
環
境
対
策

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導

　

入
拡
大
、
国
立
公
園
内
の
環

　

境
対
策
強
化

　

 

人
が
輝
く
日
光
を
創
る

　

日
光
に
息
づ
く
『
伝
統
・
文

化
・
歴
史
』
は
、
県
内
外
は
も

と
よ
り
、
国
外
か
ら
も
高
い
評

価
を
受
け
て
い
ま
す
。
そ
の
一

方
で
、
日
光
に
住
ん
で
い
る
方

が
そ
れ
を
十
分
に
感
じ
て
い
な

い
の
が
現
状
で
す
。
住
ん
で
い

る
と
こ
ろ
に
大
人
が
誇
り
を
感

じ
、
そ
の
意
識
が
子
ど
も
に
つ

　

移
住
・
定
住
の
た
め
の
ア

　

ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
の
積
極
的

　

な
発
信
、
定
住
の
た
め
の

　

住
宅
取
得
後
助
成
制
度
創

　

設
、
文
化
財
保
存
の
充
実
、

　

文
化
・
芸
術
へ
の
支
援
強
化
、

　

地
域
間
・
自
治
会
間
交
流
の

　

促
進
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

　

ブ
へ
の
支
援

　

地
方
自
治
体
は
人
口
減
少
や

少
子
高
齢
化
、
財
政
の
硬
直
化

な
ど
、
ど
こ
も
同
じ
よ
う
な
悩

み
を
抱
え
て
い
ま
す
。
日
光
市

も
こ
れ
か
ら
の
数
年
が
踏
ん
張

り
ど
こ
ろ
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

『
継
承
』と『
改
革
』で
強
く
、優
し
い
、人
が
輝
く
日
光
へ

　

 

強
い
日
光
を
創
る

　

現
在
の
日
光
市
は
人
口
減
少
、

少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
た
め
市
の
財
政
の
余
裕
度

を
示
す
「
経
常
収
支
比
率
」
は

悪
化
し
て
お
り
、
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に

は
、
改
革
が
待
っ
た
な
し
の
状

況
で
す
。
行
財
政
改
革
と
職
員

の
意
識
改
革
を
進
め
る
と
と
も

に
、
民
間
の
経
営
感
覚
を
取
り

入
れ
、
市
民
に
負
担
を
か
け
ず

に
、
稼
げ
る
日
光
、
強
い
日
光

を
創
り
ま
す
。

重
点
項
目

①
産
業
振
興・雇
用
対
策
の
充
実

　

観
光
協
会
と
の
連
携
強
化
、

　

農
産
物
日
光
ブ
ラ
ン
ド
の
発

　

信
強
化
、
６
次
産
業
・
産
業

　

間
連
携
の
推
進

②
防
災
・
防
犯
の
強
化

　

地
域
・
自
治
会
と
の
連
携
強

　

化
、
自
主
防
災
組
織
の
充
実
、

　

除
排
雪
の
対
応
強
化
、
空
き

　

家
対
策
の
強
化

③
自
治
体
経
営
の
刷
新

　

組
織
の
ス
リ
ム
化
と
管
理
職

　

の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
強
化
、

　

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
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市
長
就
任
に
当
た
り
、
ご
あ

い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
数
多
く
市
民
の

皆
さ
ま
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、

４
月
23
日
か
ら
市
政
を
担
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
与
え
ら
れ
た

任
務
の
重
大
さ
と
、
市
長
と
し

て
の
責
任
を
強
く
感
じ
て
お
り
、

覚
悟
を
も
っ
て
市
政
経
営
に
臨

ん
で
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
18
年
３
月
の
合

併
に
伴
い
、
現
在
の
日
光
市
誕

生
か
ら
３
期
12
年
に
渡
り
、
市

の
発
展
に
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま

し
た
斎さ
い
と
う藤
文ふ
み
お夫
前
市
長
に
対
し

ま
し
て
、
心
か
ら
敬
意
と
感
謝
の

意
を
表
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

前
市
長
の
市
政
経
営
に
お
い

て
も
常
に
改
革
に
取
り
組
ま
れ

て
こ
ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

そ
の
上
で
、私
は『
継
承
』と『
改

革
』
と
い
う
言
葉
を
発
信
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
良
い
こ
と
を

し
っ
か
り
と
継
承
し
て
い
く
と

と
も
に
、
常
に
最
善
を
目
指
し

て
改
革
を
行
っ
て
い
く
こ
と
を

意
識
し
て
、
市
政
経
営
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
『
継
承
』
と
『
改
革
』

に
よ
り
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
、
私
は
次
の

３
つ
の
項
目
を
掲
げ
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
全
て
の
市
民
が

生
き
い
き
と
輝
い
て
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
市
民
の
皆

さ
ま
と
対
話
を
重
ね
な
が
ら
、

と
も
に
日
光
市
の
未
来
を
切
り

拓
い
て
ま
い
り
ま
す
。

　

日
光
市
に
は
、
先
人
た
ち
が

築
い
た
『
伝
統
・
文
化
・
歴

史
・
誇
り
・
自
信
』（
日
光
プ

ラ
イ
ド
）が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
を
次
世
代
に
つ
な
ぎ
、「
強

く
、
優
し
い
、
人
が
輝
く
日
光
」

を
創
る
た
め
、
全
力
を
尽
く
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、

心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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